
ムーブフェスタ2024市民企画事業

＜北九州市自閉症協会＞
自閉症児・者が地域社会の中でともに生き生きと暮らせるよう行政を含め社会全体へ働きかけ
ています。自閉症への理解と支援のための講演会・勉強会・出前講義、余暇支援・会報誌発行
など行っています。日本自閉症協会・福岡県自閉症協会が上部組織です。

北九州市自閉症協会ＨＰ https://www.asj-kitakyushu.org/

北九州市自閉症協会主催講演会

日 時：２０２４年７月６日（土） １０時２０分～１２時３０分
会 場： 北九州市立男女共同参画センター“ムーブ ”５階 大セミナールーム

（北九州市小倉北区大手町１１－４）
※公共交通機関のご利用をお願いします

参加費：５００円 
定 員：１６０名 
主 催：北九州市自閉症協会 共 催：福岡県自閉症協会
後 援（予定）：北九州市教育委員会、社会福祉法人北九州市福祉事業団
問合せ：０９３－９６４－１１０２

不安のある人と共に考える
車中泊避難

発達障害児者の子育て・親育ちシリーズ２０

障害のある人や高齢者、配慮の必要な人は、「周りに迷惑かけて
しまう」と感じて避難所での生活をあきらめ車中泊避難を選ぶこと
が多いといわれています。
そこで防災ファシリテーターとして活躍されている大久保大助氏に、

実証実験を基とした車中泊避難についてお話いただき、会場の皆
さんの不安を共有し、あらたな車中泊のあり方についていっしょに
考えていきましょう。

大久保 大助氏 プロフィール
特定非営利活動法人KID's work 代表理事/九州防災パートナーズ理事

１９７４年生まれ。小倉生まれ八幡育ち
２００９年小学生を対象とした野外活動や生活体験活動の企画・運営や調査などを行う団体KID‘s workを設立。
防災工作や防災クッキングなどの子どもたちへの防災の取り組みの他、北九州市主催の「みんなde Bousaiまちづ

くり推進事業」で防災ファシリテーターも務めています。２０２１年「車中泊避難所実証実験（全５回）」には、
運営者として参加しました。
共著：「車中泊避難所運営における今後の課題 ―実証実験によるあらたなマニュアル化に向けて―」

（日本福祉大学社会福祉論集  １４９号 (２０２３年)）
【主な役職】
福岡大学：非常勤講師
総務省：地域力創造アドバイザー
北九州市子ども・子育て会議：委員
北九州市市民活動サポートセンター：専門相談員
福岡県県民会議：体験活動推進コーディネーター
北九州市キャンプ協会：理事
（一社）九州防災パートナーズ：理事

避難の選択肢を増やし
不安を減らすため
車中泊避難を
共に学び考えよう



◆ ＪＲ ◆
西小倉駅より徒歩 約１５分

◆ 自家用車 北九州都市高速◆
勝山ランプ、大手町ランプ出口より 約３分

◆ 西鉄バス◆
小倉駅バスセンター ２７・３６・４５

１１０・１３４・１３８
小倉駅入口 １５０・１７０・１７５・１９７

「ソレイユホール・ムーブ前」下車

上記内容を、FAXまたはメールでお申し込みください。
申し込み先：FAX 093-964-1102（伊野）

メール asj.kitaq39@gmail.com

QRコードからの参加申し込みもできます。

https://forms.gle/qwku1szn88x6rtyQ8
上記URLまたは、QRコードからWebにアクセスの上、

必要事項を記入し、お申し込みください。

申し込み締め切り：６月２８日（金）
問い合わせ先：北九州市自閉症協会 TEL/FAX 093-964-1102

代表者氏名
ふりがな

電話・携帯番号
（連絡のつく）

メールアドレス

ご所属
（○記入）

・保護者 ・当事者 ・支援者 ・教育関連
・行政 ・医療従事者
・その他（ ）

ご一緒に参加の方のお名前
（ふりがな）

ふりがな ふりがな

ふりがな ふりがな

「不安のある人と共に考える車中泊避難」
参加申込書

＜会場アクセス＞

MAP

※公共交通機関のご利用の
ご協力をお願いします

https://forms.gle/JmkDnQ65GALBD2ic7
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